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2Ba-4　　大学生の結婚観　　一日韓比較調査の結果よりー

　　　　　　　　　　　　　　　　　○　平野順子、袖井孝子（お茶の水女大）

日本と韓国の大学生の結婚に対する態度を比較検討するために、質問紙調査を実施した。

　【調査方法】①日本調査:1998年11～12月に、東京都・千葉県内の四年制大学５校の学生

675名に対する自記式質問紙調査。分析対象者は666名（男性213名、女性453 名）で、平

均年齢は男性20.5歳、女性20.7歳であった。

②韓国調査:1999年4～5月に、ソウル市・ソウル近郊の四年制大学11校の学生650名に対

する自記式質問紙調査。分析対象者は646名（男性289名、女性357名）で、平均年齢は男

性23.34歳、女性21.31歳であった。

　【結果】①両国の男女とも結婚に対する意欲がきわめて高く、恋愛結婚を望む者が多い。結婚

したい理由の多数を占めるのは、精神的安定を望むからであった。②日韓の最も大きなﾎ目違は

性に関する意識であり、処女性・童貞性、婚前交渉、恋愛中のセックス、同棲など日本の学生

は許容的だが、韓国の学生とくに女性に否定的ないし禁欲的な傾向が強い。③結婚したい年齢

と、両親の反対を押し切って結婚する勇気という点で、男女の相違が見られた。④日本女性よ

りも韓国女性には、儒教倫理に基づく家父長制的な家族制度のなごりが根強く残っている。

2Ba-5 子どもの父親像形成において父親の家事貢献がもたちす影響

　　　　　　　　　　　○井戸陽子　草野篤子(信州大学教育学部)

M|･㎞㎞-･･-･ゝ･湘繭　父親が家庭の仕事に関わる度合いが子どもの目にどのように映り、どう評価され位置付けられている

かを知る。また同様に母親による父親(夫)への評価と、父親の自分自身への評価の両方によって父親を評価

する。これを子どもの評価と比較することによって、父親に対する捉え方について家族員３者の意識の一

致やズレを検証する。

淑無　1999年７月初旬、岐阜県高山市の公立小学校5･6年生104名およびその父親103名、母親101名、

合計308名に質問紙法による調査を行い、クロス集計、数量化３類等によって分析を行った。

駿東　父親は家庭の仕事に関わる度合いで､家族に協力しているか否かを評価される。協働型父親は子ども

や母親と接触時間を多く持ち、子どもの教育にも妻と共に携わっているものが多い｡協働型父親を持つ子ど

もは、自らも手伝いを好み､性別役割分業観を持つものが少なく、父親との信頼関係を築いていると感じ父

親を好きと答えている。非協働型父親をもつ子どもは父親は頼れる存在でないと感じ父親を嫌う。判別不可

能型父親の子どもは、父親の子どもに対する態度を判断しかね、父親をまあまあ好きと答える。協働型父親

は性別役割分業観を持つものが少ない。また、子どもとの関わりに積極的であった。しかし、協働型父親で

あっても子どもからの信頼や尊敬を実感できていない父親が多い｡母親も子どもの結果と同様な評価をして

いる。協働型父親の家族では３者ともに子どもと父親の関係が良好であるとし、非協働型父親では意識の

ズレが見られた。
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